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本報告の概要本報告の概要

• 「ライフライン法」を用いて 50代就• 「ライフライン法」を用いて、50代就
業者に自らのキャリアを振り返っても
らい そ デ タを分析らい、そのデータを分析。

• 成人キャリア発達に関する新たな知見成人キャリア発達に関する新たな知見
や課題、政策的な示唆を得ることを目
的とした的とした。

• あわせて、キャリアガイダンス手法とあわせて、キャリアガイダンス手法と
しての「ライフライン法」の基礎的な
データを得ることを目的としたデータを得ることを目的とした。



ライフライン法ライフライン法

「学校を出てから 現在に至るまでの職「学校を出てから、現在に至るまでの職
業生活の浮き沈みを、線で書き表すと
したら、どのようになりますか。最も
山になっている部分 最も谷になる部山になっている部分、最も谷になる部
分には、どんな出来事があったのか、
差し支えのない範囲で、吹き出しをつ
けて、お答え下さい 」けて、お答え下さい。」



＋

0
10代 20代 30代 40代 50代10代 20代 30代 40代 50代

－
本研究で実施したライフライン法







本研究の問題意識①本研究の問題意識①

• 成人キャリア発達においては 外的・• 成人キャリア発達においては、外的・
客観的なキャリアが多様化する。

⇒それに伴って、どうしても内的・主
観的なキャリアの再構成を行われな観的なキャリアの再構成を行われな
ければならない。

d 中年キ リア 危機–mid-career crisis：中年キャリアの危機

• 成人キャリア発達においては 一般に成人キャリア発達においては、 般に
考えられている以上に、内的・主観的
キャリアが重要となるキャリアが重要となる。



本研究の問題意識②本研究の問題意識②

成人キャリア発達を考える際には 外• 成人キャリア発達を考える際には、外
的・客観的なキャリアと内的・主観的
なキャリアの関連性を検討する必要が
あるある。

• 内的・主観的キャリアを測定する方法
としては、質問紙法が一般的である。

しかし それでは 時点の内的 主• しかし、それでは、一時点の内的・主
観的キャリアしか測定できない。観的キャリアしか測定できない。



本研究の問題意識③本研究の問題意識③

そこで 「ライフライン法」を用いて• そこで、「ライフライン法」を用いて
本人の「キャリアの描像」「キャリアの描像」全体を把握
できるのではないかと考えた。

• ライフライン法を用いて、本人の「キ「キ
ャリアの描像」ャリアの描像」全体を 外的 客観的ャリアの描像」ャリアの描像」全体を、外的・客観的
キャリアと関連づけて分析対象とする
ことで、成人キャリア発達に関する新
たな知見が得られるものと考えたたな知見が得られるものと考えた。



本研究の問題意識：
もう１つの狙い①

• 「ライフライン法」は、現在、キャリ
ア・カウンセリング研究の領域で 国ア・カウンセリング研究の領域で、国
内外で注目を集めている「質的アセス
メント技法」の代表的な技法の１つ。

–質的アセスメント技法には、他に、文章
完成法 自由記述法 職業カードソート完成法、自由記述法、職業カードソート
技法などがあり、キャリアを本人の主観
的な側面から捉える的な側面から捉える。



本研究の問題意識：
もう１つの狙い②

• 「質的アセスメント技法」は、いわゆる検
査によって数字で診断を下す技法ではなく査によって数字で診断を下す技法ではなく、
クライエントとのやりとりを重視し、クラ
イエント自身のものの考え方を引き出そうイエント自身のものの考え方を引き出そう
とする技法。特に、成人キャリアガイダン

に有効な手法とされスに有効な手法とされている。

• そこで、「ライフライン法」を用いたキャそこで、「ライフライン法」を用いたキャ
リアカウンセリング手法を考案するための
基礎的なデータの収集も狙いの１つとした基礎的なデータの収集も狙いの１つとした。



本報告の発表データ本報告の発表デ タ

200９年１月に調査実施• 200９年１月に調査実施

• 50代常勤労働者2 043名（男性1 52650代常勤労働者2,043名（男性1,526

名、女性517名）。

• 国勢調査・就業構造基本調査等と比較
した結果 若干 都市部の回答者 製した結果、若干、都市部の回答者、製
造業で働く回答者、管理的職業で働く

が多 が む男性が多かったが、それ以外はおおむ
ね全国を代表する分布となっていた。ね全国を代表する分布となっていた。



全般的な傾向全般的な傾向

全回答者が描いた10 全回答者が描いた
曲線を数値化して
データとして入力6
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し、各年代ごとに
平均値を求め そ2
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れを線でつないで
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性別による違い性別による違い

男性ではＳ字型が6 男性ではＳ字型が
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男性(N=1532) 女性(N=518)



現在の職業別・従業員規模の違い現在の職業別 従業員規模の違い
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50人未満

(N=636)
300人未満

(N=511)

専門的・技術的職業(N=451)
管理的職業(N=489)
事務的職業(N=342)
販売・サービスの職業(N=191)

専門的 技術的職業 1000人以上の大企業に従事

1000人未満

(N=363)
1000人以上

(N=674)

職 ( )
生産工程・建設などの職業(N=393)
その他(N=175)

専門的・技術的職業、1000人以上の大企業に従事
する者は40代～50代の落ち込みが少なかった。



初職に対する満足感別の違い初職に対する満足感別の違い
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「労働条件」に対する満足感
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「勤務先の将来性・安定性」に対する満足感

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

とても満足していた(N=238)
おおむね満足していた(N=872)
どちらとも言えない(N=494)

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

とても満足していた(N=381)
おおむね満足していた(N=777)
どちらとも言えない(N=559)

初職に対する満足感によって 20代のライフライン

あまり満足していなかった(N=331)
全く満足していなかった(N=98)

あまり満足していなかった(N=226)
全く満足していなかった(N=91)

初職に対する満足感によって、20代のライフライン
の傾向は大きく異なった。



転職経験・失業期間の
有無別の違い
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ない(N=1305) ある(N=726)

転職経験がある者は、20代後半から30代前半にか
けて キ リア 評価が低い 失業 休職期間 あ

ない(N=838) ある(N=1169) ない(N=1305) ある(N=726)

けてのキャリアの評価が低い。失業・休職期間のあ
る者は全般的にキャリアの評価が低い。



キャリア観による違い①キャリア観による違い①
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あなたの職業能力は他社でも？

特定の分野で１つの仕事(N=795)
特定の分野でいろいろな仕事(N=666)
いろいろな分野で１つの仕事(N=142)
いろいろな分野でいろいろな仕事(N=418)

通用すると思う(N=580)
ある程度通用すると思う(N=958)
あまり通用しないと思う(N=396)
ほとんど通用しないと思う(N=112)

特定の分野で１つの仕事を経験してきたという回答
者は30代のピ クが高く 自分の職業能力は他社で

な分野 な仕事( ) 通用 な う( )

者は30代のピークが高く、自分の職業能力は他社で
も通用すると思う回答者は40代の落ち込みが少ない。



キャリア観による違い②キャリア観による違い②
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かなりあてはまる(N=310)
ややあてはまる(N=1115)
どちらとも言えない(N=460)
あまり当てはまらない(N=116)
全く当てはまらない(N=22)

かなりあてはまる(N=528)
ややあてはまる(N=1024)
どちらとも言えない(N=344)
あまり当てはまらない(N=107)
全く当てはまらない(N=21)

人生を外的（周囲の環境）に帰属しない者は30代後
半のピ クが高か た 方 内的（努力）に帰属

全く当てはまらない(N=22) 全く当てはまらない(N=21)

半のピークが高かった。一方、内的（努力）に帰属
しない者は20代にピークを迎え、その後、下降した。



収入別・満足感別の違い収入別 満足感別の違い
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～400万円(N=569)
400～600万円(N=495)
600～800万円(N=417)
800万円以上(N=539)

とても満足している(N=59)
おおむね満足している(N=980)
どちらとも言えない(N=636)
あまり満足していない(N=280)
全く満足していない(N=39)

もっとも大きな違いがみられたのは、収入と満足感。
客観的キ リアと主観的キ リアを象徴する両者が

万円以 ( ) く満足 な ( )

客観的キャリアと主観的キャリアを象徴する両者が
ライフラインに明らかな違いを生んでいた。



収入×満足感パターン別の違い収入×満足感パタ ン別の違い

・収入と満足感から４つ6 ・収入と満足感から４つ
のグループを作り、ライ
フラインを比較した。

5

6

フラインを比較した。
・その結果、高満足－高
収入の者がもっとも40
代 落ち が なか

3
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代の落ち込みが少なかっ
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収入の者だった。0
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あることが、このグラフ
から言える。

高満足 低収入(N=412)
低満足－高収入(N=341)
高満足－高収入(N=615)



「キャリアの描像」パターン「キャリアの描像」パタ ン

各回答者のライフラ
8 

各回答者のライフラ
インにクラスタ分析
を行った結果 ８つ3
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を行った結果、８つ
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描像は分かれるよう
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(N 332、30.7%) (N 212、19.6%)
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(N=65、6.0%)
20代後半ピーク再上昇群

(N=91、8.4%)
30代前半ピーク再上昇群

(N=98、9.0%)
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(N=123、11.4%) だ た。( ) ( )
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(N=78、7.2%)
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(N=84、7.8%)
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質的アセスメントと
量的アセスメント①

• 近年、キャリアガイダンス研究では質
的アセスメントの重要性を指摘する研的アセスメントの重要性を指摘する研
究が多い（Goldman,1992；Okocha,199

8；Gysbers,2006；Whiston & Rahardja,200
5；McMahon,2008；McMahon, Watson & P
atton,2005；McMahon & Patton,2002)

• 一方で 質的アセスメント技法につい方で、質的アセスメント技法につい
ては基礎的な研究が進んでいない点が
弱点と 指摘され きた弱点として指摘されてきた。



質的アセスメントと
量的アセスメント②

• 全体的な線の印象（キャリアの描像）
の他に 具体的なキャリアカウンセリの他に、具体的なキャリアカウンセリ
ング技法の１つとして、どこに着眼し、
どう解釈すべきなのかといった指標の
整備 そのための最低限のデータの整整備、そのための最低限のデ タの整
備を行う必要がある。

• そこで、ライフライン法で活用できる
と思われる指標を以下に検討したと思われる指標を以下に検討した。



指標① 屈曲点の数指標① 屈曲点の数

450
(人) ・「屈曲点の数」とは、

350

400

450 「屈曲点の数」とは、
描かれたライフラインが
何回曲がっているかを数

250

300
何回曲がっているかを数
え上げたもの。

・平均38個 SD=22

100

150

200 ・平均3.8個 SD=2.2

・最小値は0個、最大値
は18個だ た

0

50

100 は18個だった。

屈曲点が多いほど キ リアの描像が波瀾万丈であ

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18個

・屈曲点が多いほど、キャリアの描像が波瀾万丈であ
ることを示すと解釈できる可能性がある。



指標② 最高点の年齢と
最低点の年齢

160

180

200
(人)

・最も値が高かっ
た歳、最も値が低

100

120

140

160 た歳、最も値が低
かった歳を指標と
した。

40

60

80

100 した。

・最高点の年齢の
平均は396歳 最

0

20

40

20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58

平均は39.6歳、最
低点の年齢の平均
は386歳だった

最高点 最低点がそれぞれ何歳の時なのかは 重要な

最高点の年齢 最低点の年齢

(歳) は38.6歳だった。

最高点・最低点がそれぞれ何歳の時なのかは、重要な
指標になる可能性が高かった。



指標③ 最高点の値と標③ 最高点 値
最低点の値

・最高点は何点で、最
低点は何点かを指標と500

600
(人)

した。

・最高点の平均は7.3点
400

500

最低点の平均は-2.3点
だった。200

300

・最低点は分散が極め
て大きいのが特徴であ
る

0

100

10点 8点 6点 4点 2点 0点 2点 4点 6点 8点 10点

最高点は人によって差が小さいが 最低点がどの程度か

る。‐10点 ‐8点 ‐6点 ‐4点 ‐2点 0点 2点 4点 6点 8点 10点

最高点 最低点

最高点は人によって差が小さいが、最低点がどの程度か
で人のキャリアの描像が大きく異なることが示された。



指標④ 線の位置指標④ 線の位置
100% ・全般的な線の位置

76 7%

80%

全体的な線の位置 最終的な線の位置
・全般的な線の位置
が０より上なのか下
なのか、最終的に線

76.7%
69.8%

60% はプラスで終わって
いるかマイナスで終
わ ているかも指標

20%

40% わっているかも指標
となりそうだった。

1.7%

21.6%
15.7% 14.5%

0%

20%

プ プ 近 プマイナス プラス

マイナス０

プラス マイナス ０付近 プラス

通常 プラスである人が多い指標でマイナスである場通常、プラスである人が多い指標でマイナスである場
合に、特に重要な解釈ができそうな指標であった。



屈曲点の数に関する主な知見屈曲点の数に関する主な知見
4.2  4.1

4.0 

4.1 

3.9 

4.0 

4.1 

3 7

3.8 

3.9 

3 6

3.7 

3.8 

3.5 

3.6 

3.7 

3.4 

3.5 

3.6 

3.3 

3.4 

男性 女性

3.3 

～400万 ～600万 ～800万 800万円

以上

屈曲点の数は女性の方が多い また 収入と密接な関

男性 女性 以

屈曲点の数は女性の方が多い。また、収入と密接な関
連がみられた。



最高点・最低点に関する
主な知見

7.7 

‐1.4

‐1.2 

‐1.0 

7.5

7.6

7.7
（点）

42.5歳41.6歳

41

42

43
（歳）

7.1 

‐1.6 

‐2.0 

‐1.8 

‐1.6 

1.4 

7.2

7.3

7.4

7.5

37.1歳
38

39

40

41

‐2.6 

‐2.8

‐2.6 

‐2.4 

‐2.2 

6.8

6.9

7

7.1
35.3歳

34

35

36

37

2.8 6.8

～400万～600万～800万 800万円

以上

最高点の評定値 最低点の評定値

3

～400万 ～600万 ～800万 800万円

以上

最高点の年齢 最低点の年齢

最高点と最低点が何歳に来ているかという位置関係と値
の大きさは客観的キ リア（ここでは収入を示した）

最高点の評定値 最低点の評定値最高点の年齢 最低点の年齢

の大きさは客観的キャリア（ここでは収入を示した）
は密接に関連していた。



線の位置に関する主な知見線の位置に関する主な知見

90%
100%

%
100%

89.8% 84.3%
69.6% 62.7% 63.9%

50%
60%
70%
80%
90%

91.5%
81.2%

59.3% 51.3%
33.3%

50%
60%
70%
80%
90%

10%
20%
30%
40%
50% 91.5%

10%
20%
30%
40%
50%

0%
10%

とても

満足

おおむね

満足して

どちら

とも

あまり

満足して

全く

満足して

0%
10%

とても

満足

る

おおむね

満足して

る

どちら

とも

言えな

あまり

満足して

な

全く

満足して

なしている いる 言えない いない いない

マイナス プラスマイナス０ プラス

している いる 言えない いない いない

マイナス ０付近 プラス

線の位置は、「満足感」関連の指標と密接に関連して
いた 上図には「これまでのキ リアに対する満足感」いた。上図には「これまでのキャリアに対する満足感」
との関連を示した。



本研究のまとめ①本研究のまとめ①

• ライフラインの全体的な特徴ライフラインの全体的な特徴
– 性別による違い

30代まで ライフラインと関連 深い要因• 30代までのライフラインと関連の深い要因
– 学歴、初職選択に対する満足感

– 入社の経緯、転職経験

• 40代からのライフラインと関連の深い要因• 40代からのライフラインと関連の深い要因
– 現在の勤務先属性

年収 満 感– 年収、満足感

– 職業能力の自己評価

– 今後の職業生活の見通し、老後の不安



本研究の示唆①本研究の示唆①

• 20代から30代にかけての若年者の就労問題• 20代から30代にかけての若年者の就労問題
に注目が集まった過去10年であったが、30
代のピ クから40代の落ち込みも極めて重代のピークから40代の落ち込みも極めて重
要な問題。

• 成人向けの職業訓練・生涯学習は古い概念
であり 以前から言われていることではあであり、以前から言われていることではあ
るが、その重要性にまた新たに着目する必
要がある要がある。

–世界的な動向としても、グローバル化・界的な動向 、グ 化
情報化を背景として見直されている。



本研究のまとめ②本研究のまとめ②

「特定の分野で１つの仕事をしてきた」• 「特定の分野で１つの仕事をしてきた」

「自分の職業能力は他社でも通用する」

「人生は努力によって決まる」といったキ

ャリア観はいずれも40代の落ち込みを軽減ャリア観はいずれも40代の落ち込みを軽減

させた。

• 基本的に良好なキャリアパターンとは「最

高値 が後に来る晩年に向けて上昇するキ高値」が後に来る晩年に向けて上昇するキ

ャリアパターンでもあった。ャリアパタ ンでもあった。



本研究の示唆②本研究の示唆②

• 男性の落ち込みが激しい背景として 自ら• 男性の落ち込みが激しい背景として、自ら
の職業能力を何度か更新する必要性に男性
の方が気づきにくいことがあるの方が気づきにくいことがある。

• 成人キャリア発達を支援する成人キャリア成人キャリア発達を支援する成人キャリア
ガイダンスにおいて、キャリアを自ら構築
しようとする基本的な自助努力が求められしようとする基本的な自助努力が求められ
る。また、そうした努力を支援する仕組み

制度も求められる・制度も求められる。

• そのための具体的な技法として、ライフラそ ため 具体的な技法 、ライ ラ
イン法にも今後の可能性が示された。


